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第４章　女性が職業を持つことに関する意識に与える影響について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第２章において、本県の高校生については、女性の働き方として、結婚・出産を経ても職業を持ち続けるべきと考える人の割合よりも、結婚・出産を契機に就業を中断することを考える人の割合が高い状況が確認された。また、結婚・出産後、再就職をする場合には、フルタイムで働くよりもパート・アルバイトなどの非正規雇用の形態で働くことを希望する人の割合が高いこともわかった。

しかしながら、女性が出産や子育て等のために就業を中断してしまうと、希望どおりの職業に再就職することが困難となり、知識や経験、キャリアが活かされなくなることや、生涯所得に違いが生じることなどが指摘されている
。

そこで本章では、女性の就業に関する高校生の意識がどのようなことから影響を受けている可能性があるかを探るため、『女性が職業を持つことについて、どのように考えるか』をたずねる質問項目を使ってクロス集計を行い、検討を試みた。
なお、本章では、女性自身が自らの働き方を選択する際に影響を受ける要因を検討することを目的としていることから、主に本調査の女子のデータを活用することとし、男子のデータについては、男女の比較が必要な場合に随時活用することとする。

１　対象とする質問項目について
(1) 女性の就業に関する意識への影響
女性の就業に関する意識に対しては、家庭環境や保護者の男女共同参画意識など、子供のころからの周囲の状況や、学校生活の中での学習の状況などが影響を与えていることが想定される。そこで、質問項目の中から次の６項目を選定してクロス集計を行った。

・　小学生のころの女性の保護者（母親等）の勤務状況

・　小学生のころの家事の担い手の状況

・　「男女共同参画」についての学習状況
・　ロールモデルの有無

・　男女共同参画意識の状況
・　保護者の男女共同参画意識の状況
(2) 将来に向けた選択と女性の就業に関する意識との関連
また、若年者の女性の就業に関する意識は、進路などの将来に向けた選択と関連していることも考えられる。そこで、これらの可能性を探るため、次の５項目によりクロス集計を行った。

・　将来つきたい職業

· 進学先として考えている専門分野

· 将来家庭を持った場合の家事の担い手
・　将来の生活設計
・　理想と考える働き方

２　小学生のころの女性の保護者の勤務状況

まず、女性の就業に関して、回答者本人が小学生のころ、女性の保護者が働いていたかどうかによる違いを確認したところ、女性の保護者が「働いていた」と回答した女子は、「働いていなかった」と回答した女子と比べ、女性が継続して就業することに肯定的な人（「職業を持つことはあたり前」、「ずっと持ち続けるほうがよい」）の割合が高く、逆に「働いていなかった」と回答した女子は、「働いていた」と回答した女子と比べ、女性の就業を結婚、出産を契機に一旦中断すべきと制限的に考えている人（「結婚するまでは職業を持つほうがよい」、「子どもができるまでは職業を持つほうがよい」）の割合が高かった。
こうしたことから、女子の就業意識は、最も身近な存在である女性の保護者の働き方から影響を受けることがうかがえた。

また、男子については同様の傾向が女子より強く見られた。
女性の保護者の勤務状況の影響（「夫は外、妻は家庭」）
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【男性回答者】
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次に、女性の保護者が「働いていた」と回答した女子が、『女性の保護者が職業を持っていたことについてどう思っていたか』による違いを確認したところ、女性の保護者が働くことを肯定的に捉えていた女子（「女性が職業を持っていることはあたりまえと思っていた」、「いきいきと働いている姿を見て良いと思っていた」）は、否定的に捉えていた女子（「仕事のあと家事をするのは大変と思っていた」、「さびしいので家にいてほしいと思っていた」）と比べると、女性が継続して就業することに肯定的な人（「職業を持つことはあたり前」、「ずっと持ち続けるほうがよい」）の割合が高かった。逆に、「仕事のあと家事をするのは大変と思っていた」、「さびしいので家にいてほしいと思っていた」と回答した女子は、女性の就業を制限的に考えている女子（「結婚するまでは職業を持つほうがよい」、「子供ができるまでは、職業を持つほうがよい」）の割合が高い。
こうしたことから、小学生のころの女性の保護者の勤務状況に対する意識が、高校生となった現時点における女性の就業に関する意識に影響を与えている可能性があり、さらに、女性の保護者が働いていたという状況は同じであっても、それについてどのように感じたかによって、女性の就業に関する意識が異なってくると考えられる。
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３　小学生のころの家事の担い手の状況
小学生のころ、家族の中で主に誰が家事を行っていたかによる違いを確認したところ、「両者で協力して行っていた」と回答した女子は、「主として女性の保護者が行っていた」と回答した女子と比べると、女性が継続して就業することに対して肯定的な人（「職業を持つことはあたり前」、「ずっと持ち続けるほうがよい」）の割合が高かった。また、「主として男性の保護者が行っていた」と回答した女子は、回答数が少ない状況ではあるが、「ずっと持ち続けるほうがよい」と「どちらでもよい」のいずれも４割程度となった。　

こうしたことから、子供のころから男性が家事をしている姿を見ていた女子は、女性が継続して就業することについて肯定的に受け止めていることがわかる。
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４　「男女共同参画」についての学習状況
男女共同参画に関する学習経験の有無による違いを確認したところ、「学んだことがある」女子は、「学んだことはない」女子と比べて、女性が継続して就業することに肯定的な人（「ずっと持ち続けるほうがよい」）の割合が高かった。一方、「学んだことはない」、「わからない」と回答した女子については、女性が継続して就業することに肯定的な人（「職業を持つことはあたり前」、「ずっと持ち続けるほうがよい」）の割合が低かった。

また、男女共同参画について「学んだことがある」と回答した女子の、理解度による意識の違いを確認したところ、「理解できなかった」、「あまり理解できなかった」と回答した女子では、「理解できた」、「ある程度理解できた」と回答した女子と比べ、女性の就業を制限的に考えている人（「結婚するまでは持つほうがよい」、「子供ができるまでは持つほうがよい」）の割合が高かった。

このように、男女共同参画について学習経験のない女子、その内容を理解していない女子の方が、女性の就業を制限的に考えていることがわかった。
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５　ロールモデルの有無
「仕事も家事・育児も積極的に取り組んでいる人」として見本となるロールモデルの有無が、女性の就業に関する意識に影響を与えるかどうかを確認した。
その結果、ロールモデルとして「思い当たる人がいる」と回答した女子は、「思い当たる人がいない」と回答した女子と比べて、女性が就業を継続することに対して肯定的な人（「職業を持つことはあたり前」、「ずっと持ち続けるほうがよい」）の割合が高かった。
一方、「思い当たる人がいない」と回答した女子では、女性の就業を制限的に考えている女子（「結婚するまでは持つほうがよい」、「子供ができるまでは持つほうがよい」）の割合が高かった。

このように、実際に仕事と家事・育児を両立させているロールモデルの存在が、女性の就業に関する意識に影響を与えていることが考えられる。
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６　男女共同参画意識の状況
女性の就業に関する意識の背景として、男女共同参画に関する意識があるのかどうかを確認するため、前章と同じく、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」と「子どもが３歳ぐらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」の男女共同参画に関する２つの質問項目とのクロス集計を行った。
○　「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見に対して否定的な意識の女子（｢そう思わない｣、「どちらかといえばそう思わない」）は、肯定的な意識の女子（｢そう思う｣、「どちらかといえばそう思う」）と比べて、女性が就業を継続することに対して肯定的な意識を持っている人（「職業を持つことはあたり前」、「ずっと持ち続けるほうがよい」）の割合が高かった。

また、男子についてみても、同様の状況であることがわかった。
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【男性回答者】
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○　「子どもが３歳ぐらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」

「子どもが３歳ぐらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」という意見に対して否定的な回答をした女子（｢そう思わない｣、「どちらかといえばそう思わない」）は、肯定的な回答をした女子（｢そう思う｣、「どちらかといえばそう思う」）と比べて、女性が就業を継続することに対して肯定的な人（「職業を持つことはあたり前」、「ずっと持ち続けるほうがよい」）の割合が高かった。

また、男子についてみても、同様の状況であることがわかった。

以上の結果を踏まえると、女性の就業に関する意識に対して、男女共同参画意識が影響を与えている可能性が考えられる。
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【男性回答者】
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７　保護者の男女共同参画意識の状況
次に、保護者の男女共同参画に関する意識による違いが、生徒本人の女性の就業に関する意識に影響を与えるかどうかを確認するため、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見に対する意識を用いてクロス集計を行った。
○　「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見に対して、女性の保護者が肯定的な女子（「そう思っている」、「どちらかといえばそう思っている」）は、女性の保護者が否定的な女子（｢そう思っていない｣、「どちらかといえばそう思っていない」）と比べて、女性の就業について制限的に考えている人（「結婚するまでは持つほうがよい」、「子供ができるまでは持つほうがよい」）の割合が高い状況がみられた。ただし、女性の保護者が否定的な女子（「そう思っていない」、「どちらかといえばそう思っていない」）では、女性の就業意識については、いずれの項目でも大きな違いは生じておらず、女性の働き方について柔軟に考えている可能性があることがうかがえた。
また、男性の保護者の意識についてもその違いを確認したが、同様の状況であることがわかった。

【女性の保護者】　
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【男性の保護者】
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８　将来つきたい職業
次に、職業選択などの将来に向けた選択と女性の就業に関する意識の関連性について確認するためにクロス集計を行った。

まず、現時点で将来つきたい職業がある女子とまだ決まっていない女子で、女性の就業に関する意識に違いがあるかどうかを確認してみた。
その結果、既につきたい職業が「ある」女子は、「考えているがまだわからない｣､｢まだ考えたことがない」と回答した女子と比べて、女性が就業を継続することに対して肯定的な人（「職業を持つことはあたり前｣､｢ずっと持ち続けるほうがよい」）の割合が高かった。
これについては、つきたい職業があり、早い時点から目指したい道が明確になっている女子では、結婚や出産を経てもその仕事を続けていきたいと考えている人が多いことが考えられる。女性にとって、職業選択という形で将来展望を行うことは、結婚・出産後の働き方を考えることにつながっていることがうかがえる。
一方、男子についても同様に関連を確認してみたところ、女子のような関連は明確にはあらわれなかった。これについては、男子の場合自分の職業選択と女性の働き方には直接的なつながりがないためと考えられる。
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【男性回答者】
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９　進学先として考えている専門分野
進学を考えている専門分野が文系である女子と、理系である女子で、女性の就業に関する意識に違いがあるかどうかを確認してみた。その結果、文系への進学を考えている女子では、理系への進学を考えている女子と比べて女性の就業を制限的に考えている人（「結婚するまでは持つほうがよい」、「子供ができるまでは持つほうがよい」）の割合が高かった。一方、理系への進学を考えている女子では、女性が就業を継続することに対して肯定的な女子（「職業を持つことはあたり前」、「ずっと持ち続けるほうがよい」）の割合が、文系への進学を考えている女子と比べて高かった。
このことから、文系を目指す女子と比較し理系を目指す女子では、将来にわたって就業を続けることを意識して進路選択をしているという可能性が考えられる。
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10　将来家庭を持った場合の家事の担い手
将来家庭を持った場合に、主に誰が家事をするのがよいと考えているかという意識と、女性の就業に関する意識の関連については以下のとおりであった。

家事は「主として妻がするのがよい」、「どちらかというと妻がするのがよい」、と回答した女子は、女性が継続して就業することに対して制限的に考えている女子（「結婚するまでは職業を持つほうがよい」、「子どもができるまで持つほうがよい」）の割合が、女性が継続して就業することに肯定的な女子（「職業を持つことはあたり前」、「ずっと持ち続けるほうがよい」）の割合と比べて高かった。
一方、｢夫と妻が同じくらい分担するのがよい｣と考えている女子をみると、職業を「ずっと持ち続けるほうがよい」と回答した女子の割合がやや高いものの、「職業を持つことはあたり前」、「結婚するまでは職業を持つほうがよい」、「子どもができるまで持つほうがよい」のそれぞれの項目について、大きな差が生じなかった。このことから、家事は「夫と妻が同じくらい分担」するのがよいという意識の女子については、女性の就業の有無に関わりなく、家事は夫と妻が分担するべきと考えている可能性がうかがえた。
また、男子についてみると、主に誰が家事をするのがよいと考えているかという意識と女性の就業に関する意識に、あまり関連性は見られなかった。この点については、結婚後の家事分担までは現段階では考えることはないためとも考えられるが、女性が継続して就業することに肯定的であっても、家事は妻が行うと考えている場合には、女性側の負担が大きくなることから、男性においても将来のライフイベントを想定したキャリアビジョンを持つ必要があるものと考える。
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【男性回答者】
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11　将来の生活設計
将来の生活設計をどこまで見通して考えているかということと、女性の就業に関する意識に関連があるかどうかを確認した。
「50～60歳代の頃までのことは考えている」、「一生をとおしての生き方を考えている」と回答した女子では、女性の就業継続に肯定的な女子（「職業を持つことはあたり前」、「ずっと持ち続けるほうがよい」）の割合が高いことがわかる。また、「高校時代のことは考えている」、「20歳代の頃までのことは考えている」と回答した女子では、女性が継続して就業することに対して制限的に考えている人（「結婚するまでは持つほうがよい」、「子供ができるまでは持つほうがよい」）の割合が高かった。

このように、より先まで将来の生活設計を見通して考えている女子は、将来にわたって職業を持ち続けた方がよいと考えている状況がうかがえた。
また、男子は同様の状況は見受けられるものの、女子ほど明確にはあらわれていなかった。
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【男性回答者】



12　理想と考える働き方

将来の理想とする働き方に関する意識が、女性の就業に関する意識に影響を与えるかどうかを確認したところ、将来の働き方として仕事よりも家庭を優先する意識の女子は、以下のとおり女性の就業に関する意識についても結婚・育児までと制限的に考える人の割合が高くなっている状況が見受けられた。
・「経営者や管理職となるよう努力し、仕事で自分の力を発揮したい」と回答した女子は、「職業を持つことはあたり前」、「ずっと持ち続けるほうがよい」と、「結婚するまでは持つほうがよい」と回答した女子の割合に大きな違いが見受けられなかった。
・「出世しなくてもよいから、自分にあった仕事を長く続け、力を発揮したい」、「家庭生活の充実を第一に考え、仕事は無理のない範囲でしたい」と回答した女子は、「子どもができるまでは持つほうがよい」と「結婚するまでは持つほうがよい」の割合が高かった。

また、「仕事と家庭を両立し、どちらも充実した生活のできる働き方をしたい」と回答した女子では、「子どもができるまでは持つほうがよい」と「ずっと持ち続けるほうがよい」の割合が高くなっている。
・「できれば仕事はせず、家庭で家事・育児をしていたい」と回答した女子では、「女性は職業を持たないほうがよい」と回答した人の割合が高かった。
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また、男子の回答者についてみると、全体として「どちらでもよい」と回答した人の割合が高くなっており、そのほかの項目については、将来の働き方に対する現時点での意識と女性の就業に関する意識との関連は必ずしも明確にはあらわれなかった。

【男性回答者】
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13　主な分析結果から
本章では、女性の就業に関する意識について、高校生はどのようなことから影響を受けているのか、また、進路など、将来に向けた選択と女性の就業に関する意識に関連があるのかを本調査の結果から探るため、女性の就業に関する意識に係る項目（『女性が職業を持つことについて、どのように考えるか』）を使ってクロス集計を行った。その主な分析結果は以下のとおりである。

◆　小学生時に女性の保護者が働いていたことの影響

小学生のころ、女性の保護者が働いていた女子は働いていなかった女子と比較すると、女性が継続して就業することに肯定的な人の割合が高く、働いていなかった女子は女性の就業を結婚、出産を契機に一旦中断すべきと制限的に考えている人の割合が高かった。
このように、就業に関する意識は、最も身近な存在である女性の保護者の働き方から影響を受けていることがうかがえる。

また、女性の保護者が働いていたことについてどのように感じているかによって、就業に関する意識に与える影響が異なってくることがうかがえた。

◆　小学生時の家事の担い手の影響

小学生のころ、家族の中で女性の保護者と男性の保護者が協力して家事を行っていた女子は、主に女性の保護者が行っていた女子と比較すると、女性が継続して就業することに対して肯定的な人の割合が高かった。このことから、子供のころから男性の保護者が家事をしている姿を見ていた女子は、女性が継続して就業することについて肯定的に受け止めているものと考えられる。

◆　「男女共同参画」に関する学習経験の影響

男女共同参画について学習経験のない女子、その内容を理解していない女子の方が、女性の就業を制限的に考えている人の割合が高かった。男女共同参画についての学習が女性の就業意識に影響を与えていることがうかがえる。
◆　ロールモデルの有無の影響

仕事も家事・育児も積極的に取り組むことに対する見本となるロールモデルがいる女子は、いない女子と比較して、女性が就業を継続することに対して肯定的な人の割合が高かった。一方、ロールモデルがいない女子では、女性の就業を制限的に考えている人の割合が高い状況がみられた。実際に仕事と家事・育児を両立させているロールモデルの存在が、女性の就業に関する意識に影響を与えている可能性が考えられる。

◆　夫婦の就業・家事の役割分担意識と育児に関する意識の影響
男女共同参画意識との関連については、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見に否定的な意識の女子は、肯定的な意識の女子と比べて、女性が就業を継続することに対して肯定的な意識を持っている人の割合が高かった。また、「子どもが３歳ぐらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」という意見に否定的な意識の女子は肯定的な意識の女子と比べて、女性が就業を継続することに対して肯定的な人の割合が高かった。このように、女性の就業に関する意識に対して、男女共同参画意識が影響を与えているものと考えられる。

◆　保護者の男女共同参画意識の影響

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見に対し、保護者の意識が肯定的な女子は、否定的な女子と比べて、女性の就業を制限的に考えている人の割合が高かった。一方、保護者の意識が否定的な女子については、女性の就業意識にそれほどの違いは生じておらず、女性の働き方について柔軟に考えている状況があることがうかがえた。

◆　将来つきたい職業の有無と女性の就業継続の意識
将来つきたい職業が既にある女子は、まだ決まっていない女子と比べて、女性が就業を継続することに対して肯定的な人の割合が高かった。このことから、早い時点から目指したい道が明確になっている女子は、結婚や出産を経てもその仕事を続けていきたいと考えている人が多いものと考えられる。

◆　進学先として考えている専門分野と女性の就業継続の意識
文系への進学を考えている女子は、理系への進学を考えている女子よりも、女性の就業を制限的に考えている人の割合が高かった。一方、理系への進学を考えている女子は、文系への進学を考えている人と比べて女性が就業を継続することに肯定的な人の割合が高かった。理系を目指す女子は、将来にわたって就業を続けることを意識して進路選択をしているという可能性が考えられる。

◆　将来家庭を持った場合の家事の担い手と女性の就業継続の意識
将来、家庭を持った場合の理想とする家事分担について、主として妻又はどちらかというと妻がするのがよいと考えている女子は、夫と妻が同じくらい分担すべきと考えている女子と比較して、女性の就業を制限的に考えている人の割合が高かった。一方、夫と妻が同じくらい分担すべきと考えている女子は、それぞれの項目について大きな差が生じておらず、女性の就業の有無に関わりなく、家事は夫と妻が分担するべきと考えていることがうかがえた。

◆　将来の生活設計と女性の就業継続の意識

将来の生活設計については、比較的将来のことを見通して考えている女子は、そうでない女子と比べて、女性の就業継続に肯定的な人の割合が高く、将来にわたって職業を持ち続けた方がよいと考えている状況がうかがえた。

◆　理想と考える働き方と女性の就業継続の意識

将来の理想とする働き方との関連については、仕事よりも家庭を優先する意識の女子では、女性の就業に関する意識でも結婚・育児までと制限的に考える人の割合が高くなっている状況が見受けられた。
以上のとおり、第３章の男女共同参画意識への影響と同様、子どものころの女性の保護者の就業状況や家庭における家事分担の状況、ロールモデルの有無、男女共同参画に関する学習が、女性の就業に関する意識に影響を与えている可能性が確認された。また、本人の男女共同参画意識との関連も見受けられる。

女性の働き方に関し、結婚まで、あるいは子どもが生まれるまでと制限的に考えている女子が依然として多いという状況を踏まえると、そうした意識に影響を与えている可能性がある事項に対して、今後どのようにアプローチしていくかを考える必要がある。
また、早期の将来展望が女性の働き方の選択に与える影響についても、検討の必要性が感じられる。

そこで、第３章と本章（第４章）の分析結果を踏まえ、第５章で今後の本県の施策の方向性を検討することとする。
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（女性が職業を持つことについて）





図4-20　将来の生活設計（女性が職業を持つこと）-男子














（家事の担い手）－女子－


主として妻  n=138 


どちらかというと妻 n=296


主として夫 n=2


どちらかというと夫　n=2


夫と妻が同じくらい分担　n=199


わからない n=24








（家事の担い手）－男子－


主として妻  n=107 


どちらかというと妻 n=223


主として夫 n=3


どちらかというと夫　n=5


夫と妻が同じくらい分担　n=208


わからない n=40








（女性が職業を持つことについて）





（将来つきたい職業）－男子－


ある   n=282 


考えているがまだわからない n=266


まだ考えたことがない n=50








（将来の生活設計）－男子－


高校時代のこと  n=118 


20歳代のころのこと n=254


30～40歳代のころのこと n=34


50～60歳代のころのこと　n=6


一生をとおしての生き方　n=31


先のことはあまり考えていない n=118





(「夫は外、妻は家庭」）－女子－


そう思っている n=22


どちらかといえばそう思っている 　n=108


どちらともいえない　　　　　　　 n=203


どちらかといえばそう思っていない n=107


そう思っていない  　　　　　　　 n=225


わからない　                     n=10





（女性が職業を持つことについて）





(「夫は外、妻は家庭」）－男子－


そう思っている n=47


どちらかといえばそう思っている 　n=98


どちらともいえない　　　　　　　 n=184


どちらかといえばそう思っていない n=96


そう思っていない  　　　　　　　 n=143


わからない　                     n=29





（男女共同参画についての学習状況）－女子－


学んだことがある n=468


学んだことはない n=28


わからない　     n=177








（女性が職業を持つことについて）





（女性が職業を持つことについて）





図4-9　「夫は外、妻は家庭」（女性が職業を持つこと）-男子

















（女性が職業を持つことについて）





図4-15　将来つきたい職業（女性が職業を持つこと）-男子














（女性が職業を持つことについて）





図4-4　小学生のころの家事の担い手（女性が職業を持つこと）-女子











（男女共同参画への


理解）－女子－


理解できた n=73


ある程度理解できた n=292


あまり理解できなかったn=81


理解できなかった   n=2


わからない　       n=20





（女性が職業を持つことについて）








（理想と考える働き方）－男子－


経営者や管理職となるよう努力  n=90 


自分にあった仕事を長く n=169


家庭生活の充実を第一 n=64


仕事と家庭を両立　n=203


家庭で家事・育児　n=4


わからない n=56








（女性が職業を持つことについて）





（女性が職業を持つことについて）





（将来の生活設計）－女子－


高校時代のこと  n=116 


20歳代のころのこと n=362


30～40歳代のころのこと n=38


50～60歳代のころのこと　n=3


一生をとおしての生き方　n=29


先のことはあまり考えていない n=118





（女性が職業を持つことについて）





図4-17　家事の担い手（女性が職業を持つこと）-女子

















図4-18　家事の担い手（女性が職業を持つこと）-男子














（将来つきたい職業）－女子－


ある   n=345 


考えているがまだわからない n=302


まだ考えたことがない n=27








図4-14　将来つきたい職業（女性が職業を持つこと）-女子














（女性が職業を持つことについて）





（女性が職業を持つことについて）





(男性の保護者の男女共同参画意識）


－女子－


そう思っている　　　　　　　　　 n=91


どちらかといえばそう思っている 　n=127


どちらともいえない　　　　　　　 n=167


どちらかといえばそう思っていない n=53


そう思っていない  　　　　　　　 n=96


わからない　                     n=108





（ロールモデルの有無）


－女子－


いる   n=458 


いない n=208





（女性が職業を持つことについて）





（女性が職業を持つことについて）





図4-6　男女共同参画への理解（女性が職業を持つこと）-女子











（女性が職業を持つことについて）





(女性の保護者の男女共同参画意識）


－女子－


そう思っている n=39


どちらかといえばそう思っている 　n=110


どちらともいえない　　　　　　　 n=176


どちらかといえばそう思っていない n=95


そう思っていない  　　　　　　　 n=155


わからない　                     n=93





(男女共同参画意識）－男子－


そう思っている n=182


どちらかといえばそう思っている 　n=163


どちらともいえない　　　　　　　 n=136


どちらかといえばそう思っていない n=37そう思っていない  　　　　　　　 n=46


わからない　                     n=33





図4-13　男性の保護者の男女共同参画意識（女性が職業を持つこと）-女子














（女性が職業を持つことについて）





図4-8　「夫は外、妻は家庭」（女性が職業を持つこと）-女子








（女性が職業を持つことについて）





図4-7　ロールモデルの有無（女性が職業を持つこと）-女子











図4-5　男女共同参画についての学習状況（女性が職業を持つこと）-女子














（小学生のころの家事の担い手）


－女子－


主として女性の保護者 n=541


主として男性の保護者 n=5


両者で協力 n=100


覚えていない n=9








（女性の保護者が職業を持っていたことの受け止め方）－女子－


職業を持っていることはあたりまえ n=91


いきいきと働いていて良い n=78


仕事のあと家事をするのは大変 n=190


さびしいので家にいてほしい n=64


わからない n=44





図4-3　女性の保護者が職業を持っていたことの受け止め方（女性が職業を持つこと）-女子











図4-22　理想と考える働き方（女性が職業を持つこと）-男子

















（理想と考える働き方）－女子－


経営者や管理職となるよう努力  n=35 


自分にあった仕事を長く n=174


家庭生活の充実を第一 n=151


仕事と家庭を両立　n=222


家庭で家事・育児　n=28


わからない n=52





図4-21　理想と考える働き方（女性が職業を持つこと）-女子














図4-19　将来の生活設計（女性が職業を持つこと）-女子

















(男女共同参画意識）－女子－


そう思っている n=218


どちらかといえばそう思っている 　n=215


どちらともいえない　　　　　　　 n=146


どちらかといえばそう思っていない n=32


そう思っていない  　　　　　　　 n=41


わからない　                     n=23





図4-10　母親は育児に専念（女性が職業を持つこと）-女子

















図4-11　母親は育児に専念（女性が職業を持つこと）-男子











図4-12　女性の保護者の男女共同参画意識（女性が職業を持つこと）-女子














図4-16　進学先として考えている専門分野（女性が職業を持つこと）-女子

















（女性が職業を持つことについて）





（進学先として考えている専門分野）


－女子－　　文系   n=372 


理系　 n=118





図4-1　女性の保護者の勤務状況（女性が職業を持つこと）-女子








（女性が職業を持つことについて）





（女性の保護者の勤務状況）


－女子－


働いていた n=399


働いていなかった n=237


覚えていない n=37





図4-2　女性の保護者の勤務状況（女性が職業を持つこと）-男子











（女性が職業を持つことについて）





（女性の保護者の勤務状況）


－男子－


働いていた n=325


働いていなかった n=220


覚えていない n=54








�  全国知事会男女共同参画特別委員会資料「女性の活躍の場の拡大による経済活性化のための提言」（平成24年６月）によると、女性が大学卒業後就業を継続した場合の生涯所得は2億7,645万円、出産退職後パート・アルバイトとして子どもが６歳で再就職した場合の生涯所得は4,913万円で、その差は2億2,732万円と試算されている。
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